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Ｒ５年

定例会
第1回

会 期
2月28日から
3月23日まで

すべて原案
どおり可決

専決処分
１件

Ｒ5年度予算
９件

Ｒ4年度補正予算
５件

条例制定
１件

条例改正
９件

市道路変更
１件

市道路廃止
１件

指定管理者
２件

指定金融機関の指定
１件

人事案件
１件

議員提出議案
２件

令和５年度
総　額 404億4,220万円

前年度比 3.6％増

一般会計 245億3,000万円
前年度比 4.1％増

会計名 予算額

国民健康保険
特別会計

事業勘定 46億8,100万円

診療施設勘定 1億8,500万円

公営墓地特別会計 2,560万円

介護保険特別会計 52億7,800万円

戸別浄化槽整備事業特別会計 1億9,100万円

会計名 予算額

温泉事業特別会計 1億1,280万円

後期高齢者医療特別会計 6億3,100万円

上水道事業会計
収益的支出 14億2,100万円

資本的支出 10億2,630万円

下水道事業会計
収益的支出 12億80万円

資本的支出 11億5,970万円

特別会計・事業会計

市税 48億934万円

交付税・交付金 90億6,744万円

国庫支出金・県支出金 43億4,271万円

繰入金 31億5,596万円

繰越金 3億円

市債（借金） 20億1,880万円

その他 8億3,575万円

一　般　会　計
議会費 1億8,278万円

総務費 30億3,199万円

民生費 74億605万円

衛生費 22億8,975万円

農林水産費 12億2,216万円

労働費・商工費 6億5,855万円

土木費 29億2,035万円

消防費 10億9,230万円

教育費 28億6,998万円

公債費（借金の返済） 28億1,788万円

その他 3,821万円

市民生活の向上予算を可決！
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主 な 歳 入 内 訳

令和５年度主な事業

　小学校英語教育の強化に貢献できる中核教員を

養成するため、茨城キリスト教大学と連携し、海

外大学での研修により英語教員の英語力と指導力

の向上を図る。

　本市に住みたいと思える魅力あるまちづくりを

進めるとともに、子育て世帯の移住・定住を促進

し、人口減少対策として中富町地内へ住宅を整備

する。令和５年度は用地取得・造成工事実施設計・

建設工事実施設計を行う。

　雨天時でも利用できる「子ども広場」を整備し、

子育て環境の充実を図るとともに、施設利用者の

誘客による活性化を推進する。（供用開始：10月

予定）

●子育て世帯向け住宅整備事業
 2億3,130万円

　国の「デジタル田園都市国家構想交付金」を活

用し、ダム湖面及び周辺でのアクティビティや各

種体験ツア－を実施するとともに、地域資源の「発

掘」・「磨き上げ」を進め、ＰＲ・プロモーション

活動を行う。

　都市中心拠点として、住民生活の向上とまちの

活性化を図り、計画的な都市基盤整備を進めるた

め、駅舎・東西自由通路の工事ほか、駅周辺区域

内の主要道路等の整備を行う。

　関係人口・移住・定住人口の増加につなげるた

め、市の魅力や移住・定住に関する情報発信、相

談・支援の充実を図るとともに、各種体験プログ

ラムを実施する。（LINEによる移住相談を開始）

　安心して出産・子育てができるよう、伴走型相

談支援の充実を図るとともに、出産育児関連用品

購入等の負担軽減を図る経済的支援を一体的に実

施する。

●小学校外国語教育強化事業
 166万円

●ショッピングセンターピサーロ
　子ども広場整備事業 9,620万円

●移住・定住促進事業 1億523万円

●御前山ダム周辺活性化事業
 6,214万円

●常陸大宮駅周辺整備事業
 9億9,816万円

●出産・子育て応援事業
 1,958万円

〈依存財源〉

地方交付税 74億8,000万円

国庫支出金 29億776万円

県支出金 14億3,495万円

地方消費税交付金 ９億9,500万円

地方譲与税 2億9,949万円

ゴルフ場利用税交付金 9,240万円

〈自主財源〉

市税 48億934万円

　市民税� 18億910万円

　固定資産税� 25億3,301万円

　軽自動車税� 1億6,535万円

　たばこ税� 2億8,632万円

　入湯税� 1,556万円

市税
19.6％

繰入金
12.9％

国庫
支出金
11.9％

県支出金 5.8％

その他
　 9％

地方
交付税
30.5％

その他
4.6％

地方消費税交付金 4.1％ 地方譲与税 1.2％

ゴルフ場利用税交付金 0.4％

自主
財源

37.1％依存
財源

62.9％

外国語の授業の様子
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　公職選挙法施行令の一部改正により、国政選挙における選挙運動の公費負担の限度額が改定されたこと

を踏まえ、市議会議員及び市長の選挙においてもこれに準じた措置を講じるものです。

施行期日　令和５年４月１日

�議案第12号�

常陸大宮市議会議員及び市長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改
正する条例

　人事院規則の改正により、国の非常勤職員の育児休業の取得要件が緩和されたこと等を踏まえ、市にお

いても同様の措置を講じるものです。

　１　非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和

　　　（改正後）出生後８週間＋６か月（計約８か月）以降も、同一の任命権者において任用される見

込みがある場合に取得可

　２　非常勤職員の育児休業の取得の柔軟化

　　　（改正後）開始時点を柔軟化し、各期間途中での夫婦交代での取得可能に！

施行期日　令和５年４月１日

�議案第13号�

常陸大宮市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

�議案第11号�

常陸大宮市公共施設保全等基金条例
公共施設の計画的な保全等に必要な財源を確保するものです。

施行期日　令和５年４月１日

条例
制定
条例
制定

条例
改正
条例
改正

職員本人または配偶者が育休
配偶者が育休 配偶者が育休

育　休 育　休

開始時点を柔軟化することで、
夫婦が育休をいつでも途中交替できる

各期間途中での夫婦交替での取得が可能

1歳到達日 1歳 6か月到達日 2歳到達日
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　出産・子育て応援交付金が創設されたことを踏まえ、出産祝い金の支給額を見直すものです。

施行期日　令和５年４月１日

�議案第15号�

常陸大宮市出産祝い金支給条例の一部を改正する条例

　福祉の充実及び少子化対策の一環として、妊産婦及び小児に係る医

療福祉費の所得制限を撤廃し、全ての子育て世代の経済的負担の軽減

を図るものです。

施行期日　令和５年10月１日

�議案第16号�

常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する
条例

　健康保険法施行令の改正により、出産育児一時金の額が改定されたことに伴い、常陸大宮市国民健康保

険条例の一部を改正するものです。

　現　行　４０８，０００円（加算額１２，０００円）

　改正後　４８８，０００円（加算額１２，０００円）

施行期日　令和５年４月１日

�議案第17号�

常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例

　指定管理委託の更新に当たり、常陸大宮市温泉審議会からの答申を踏まえ、施設の利用料金に係る規定

等を見直すものです。

　利用料金の基準額を定め、指定管理者が利用料金を当該基準額の２倍の範囲内で定めることができるよ

うに、改正するものです。

施行期日　令和５年６月１日

�議案第18号�

常陸大宮市温泉・温浴施設等の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例

　パ－クアルカディア再整備・運営に関する民間提案制度の実施により、官民連携し、アウトドアを中心

としたネイチャ－パーク推進事業を展開するものです。

施行期日　令和５年６月１日

�議案第31号�

常陸大宮市パークアルカディアの設置及び管理に関する条例
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令和５年第１回定例会議決一覧
議案番号 件　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第1号
専決処分の承認を求めることについて

（令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第８号））
－ 承認

議案第2号 令和５年度常陸大宮市一般会計予算 予算決算 可決

議案第3号 令和５年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 予算決算 可決

議案第4号 令和５年度常陸大宮市公営墓地特別会計予算 予算決算 可決

議案第5号 令和５年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 予算決算 可決

議案第6号 令和５年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計予算 予算決算 可決

議案第7号 令和５年度常陸大宮市温泉事業特別会計予算 予算決算 可決

議案第8号 令和５年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 予算決算 可決

議案第9号 令和５年度常陸大宮市上水道事業会計予算 予算決算 可決

議案第10号 令和５年度常陸大宮市下水道事業会計予算 予算決算 可決

議案第11号 常陸大宮市公共施設保全等基金条例 総　　務 可決

議案第12号
常陸大宮市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に関
する条例の一部を改正する条例

総　　務 可決

議案第13号 常陸大宮市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 総　　務 可決

議案第14号
常陸大宮市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例等の一部を改正する条例

文教福祉 可決

議案第15号 常陸大宮市出産祝い金支給条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第16号 常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第17号 常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第18号
常陸大宮市温泉・温浴施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例

経済建設 可決

議案第19号 常陸大宮市立学校設置条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第20号 市道路線の変更について（40158号線ほか１路線） － 可決

議案第21号 市道路線の廃止について（10792号線） － 可決

議案第22号
指定管理者の指定について（やまがたすこやかランド三太の湯・ごぜ
んやま温泉保養センター四季彩館・美和ささの湯）

経済建設 可決

議案第23号
指定管理者の指定について（山方自然生態観察施設淡水魚館の指定期
間の変更）

経済建設 可決

議案第24号 指定金融機関の指定について － 可決

議案第25号 令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第９号） 予算決算 可決

議案第26号 令和４年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決

議案第27号 令和４年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決

議案第28号 令和４年度常陸大宮市温泉事業特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第29号 令和４年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第30号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（山方　中嶋 正夫氏） － 同意

議案第31号 常陸大宮市パークアルカディアの設置及び管理に関する条例 経済建設 可決

議提第1号 常陸大宮市議会会議規則の一部を改正する規則 － 可決

議提第2号 常陸大宮市議会委員会条例の一部を改正する条例 － 可決
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議案番号 件　　　　名
議決
結果

議　　員　　名

小
河
原
利
一
郎

三
次　

雅
子

倉
田　

稔
之

圷　
　

司
一

髙
村　
　

功

小
原　

明
彦

岡
﨑　

欣
也

三
次　

弘
史

冨
山　

和
男

大
貫　

道
夫

小
森
敬
太
郎

吉
川　

美
保

武
石　

寿
長

髙
村　

和
郎

淀
川　

茂
樹

掛
札　

行
雄

秋
山　

信
夫

議案
第2号

令和５年度常陸大宮市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第3号

令和５年度常陸大宮市国民健康保険特別会
計予算

可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第5号

令和５年度常陸大宮市介護保険特別会計予
算

可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第8号

令和５年度常陸大宮市後期高齢者医療特別
会計予算

可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第9号

令和５年度常陸大宮市上水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第15号

常陸大宮市出産祝い金支給条例の一部を改
正する条例

可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第23号

指定管理者の指定について（山方自然生態
観察施設淡水魚館の指定期間の変更）

可決 ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

◆賛否の分かれた議案等

○：賛成　　●：反対　※『－』：議長は採決に加わりません。

� 髙村　　功　議員

　現行の出産祝い金は第１子が３万円、第２子
が５万円、第３子が７万円、第４子が10万円、
第５子以降は20万円で県内でもトップクラス
の手厚い施策をとっており、少子化対策として
正当に評価されるべきものと考えます。これが
国の交付金と合わせて第５子まで一律13万円
となり、子育て世帯からすれば後退とも受け止
められかねません。現行の出産祝い金の水準を
維持しつつ、そこに交付金を加算し、少子化対
策に対するより分厚い施策とすべきであると述
べて、反対討論とします。

�議案第15号�

反 対

討論 常陸大宮市出産祝い金支給条例の一部を改正する条例
※討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

� 岡﨑　欣也　議員

　令和４年12月に「出産・子育て応援交付金」
が創設され、必要な支援につなぐ伴走型支援と、
育児用品などの購入を助成する経済的支援の一
体的な実施により、安心して出産・子育てがで
きる環境が整備されました。
　市独自の出産祝い金の支給、さらに市独自の
子育て世帯への支援として、乳児育児用品購入
助成券支給事業を実施しており、すべての出生
児に一律５万円が給付されます。以上のことか
ら、賛成討論とします。

賛 成

採決の結果、賛成多数で可決されました

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

す
る
こ
と
に
伴
い
、
議
場
等

に
お
け
る
携
帯
品
の
取
扱
い

に
つ
い
て
変
更
す
る
ほ
か
、

所
要
の
規
定
の
改
正
を
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
規
則

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
組
織
の
機
構
改
革
に

伴
い
、
部
の
名
称
が
企
画
部

に
変
更
と
な
り
、
総
務
常
任

委
員
会
の
所
管
内
容
を
変
更

す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

�

議
提
第
１
号�

常
陸
大
宮
市
議
会
会

議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

�

議
提
第
２
号�

常
陸
大
宮
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
員
提
出
議
案
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Ｑ　

地
区
集
会
施
設
整
備
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
特
に
区
が
管
理
し

て
い
る
地
区
集
会
所
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

Ａ　

現
在
、
市
が
管
理
し
て
い
る
地
区
集
会
所
は
25
施
設
、
区
が
管

理
し
て
い
る
も
の
は
１
０
７
施
設
、
そ
の
他
管
理
の
も
の
を
含

め
、
合
計
で
１
４
９
施
設
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
区
が
管
理

し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
区
で
の
話
し
合
い
の
結
果
、
老

朽
化
に
伴
っ
て
解
体
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
電
話
で
予
約
を

し
て
も
断
わ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
の
か

Ａ　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
特
に
11
時
、
12
時
、
13

時
台
の
利
用
者
が
多
く
、
定
時
運
行
を
し
て
い
る
た
め
、
お
断

り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
っ
て
、
随
時
運
行
が
可
能
と
な
り
、
将
来
的
に
解
消
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
の
中
の
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
周
辺
機
器
で
、
具
体
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
種
類
は

Ａ　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ

ネ
ー
、ス
マ
ー
ト
コ
ー
ド
な
ど
、

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
を
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
・
ま
ち
づ
く
り

Ｑ　

不
妊
治
療
・
不
育
症
検
査
助
成
事
業
を
継
続
し
て
い
く
上
で
、

今
後
の
財
源
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

Ａ　

大
事
な
事
業
で
あ
る
の
で
、
関
連
部
署
と
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
将
来
的
な
考
え
方
は

Ａ　

資
料
が
、
重
複
し
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
の
で
、
よ
く
精
査

を
し
て
、
返
却
・
処
分
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財

展
示
施
設
に
つ
い
て
は
検
討
委
員
会
で
総
合
的
に
検
討
し
ま

す
。

Ｑ　

現
在
の
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

Ａ　

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。作
品
展
示
な
ど
に
つ
い
て
は
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ピ
サ
ー
ロ
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
代
替
施
設
と
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

学
校
施
設
管
理
運
営
費
で
、
配
置
さ
れ
る
用
務
員
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
仕
事
の
内
容
は

Ａ　

各
中
学
校
を
拠
点
校
と
し
て
、
４
人
配
置
さ
れ
、
１
人
が
４
校

を
担
当
し
、
週
４
回
勤
務

で
、
学
校
の
清
掃
、
刈
り

払
い
機
を
使
用
し
て
の
除

草
、
文
書
の
配
送
な
ど
の

業
務
を
行
う
予
定
で
す
。

教
育
・
福
祉

集中審議
委員長：三次�弘史�議員　　副委員長：小原�明彦�議員

Q&A
pick up
Q&A

pick up
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Ｑ　

イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥
獣
の
被
害
に
つ
い
て
、
近
年
の
実
績
は

Ａ　

鳥
獣
被
害
無
く
し
隊
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
捕

獲
実
績
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度
（
12
月
ま

で
）
の
順
で
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
４
０
９
頭
、

４
７
８
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
34
頭
、
31
頭
、
タ
ヌ
キ
は
64
頭
、

77
頭
、
カ
ラ
ス
は
22
羽
、
39
羽
、
カ
ル
ガ
モ
は
16
羽
、
18
羽
、

カ
ワ
ウ
は
12
羽
、
７
羽
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

以
前
に
比
べ
れ
ば
、
被
害
は
減
っ

て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
が
、
今

後
は
増
え
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

Ｑ　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ピ
サ
ー
ロ
の
子
ど
も
広
場
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
利
用
者
の
想
定
は

Ａ　

利
用
者
数
は
、
１
日
あ
た
り
平
均
で
20
～
30
組
程
度
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

地
域
商
社
設
立
準
備
推
進
事
業
の
内
容
は

Ａ　

観
光
商
品
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発
を
行
い
、
令
和
７

年
度
か
ら
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
返
礼
品
事
務
な
ど
を
行
う
予

定
で
す
。

Ｑ　

観
光
誘
客
促
進
事
業
で
県
等
が
実
施
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
市
が
勧
め
る
企
画
は

Ａ　

高
部
宿
の
ツ
ア
ー
と
御
前
山
ダ
ム
の
カ
ヌ
ー
、
サ
ッ
プ
等
を
提

案
し
て
い
ま
す
。 建

設
・
産
業

� 髙村　　功　議員

　今、深刻な物価高騰や電気・ガス料金の値上
げが国民の暮らしを大きく直撃しています。ま
た、福祉・医療の危機、人口減少と地域経済の
衰退など、地方は深刻な問題に直面しています。
県内の各自治体では学校給食費の無償化や軽
減、上下水道料金の軽減など負担軽減策に取り
組んでいます。常陸大宮駅周辺事業は多額の予
算を伴うものであり、また市民の中にも賛否の
ある事業であり、今後さらなる丁寧な説明、報
告を求めます。合併20年を迎えますが、今こ
そ市全体の均衡ある発展を目指すべきです。以
上、反対討論とします。

�議案第２号�

反 対

討論 令和５年度常陸大宮市一般会計予算
※討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

　少子・高齢化の影響から生産年齢人口が減少
し、歳入では、市税に大きな伸びが見込めない
状況であるが、財源となる国・県の補助金のほ
か、合併特例事業債や過疎対策事業債など、交
付税措置の市債を効果的に活用したうえで、所
要の財源を確保しています。歳出は、本格化す
る常陸大宮駅周辺整備事業関連経費のほか、総
合計画政策プロジェクトに掲げる戦略を推進す
るため、限られた財源を効果的に配分し、持続
可能な市民サービスが提供されるよう健全化に
配慮したメリハリのある予算編成であると考
え、以上、賛成討論とします。

採決の結果、賛成多数で可決されました

� 三次　雅子　議員賛 成

予算審査令和５年度

予算決算常任委員会（３月15日～17日）
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常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

�議案第11号� 常陸大宮市公共施設保全等基金条例
Ｑ　想定している１年あたりの積立額と期間は
Ａ　各年度の余剰金に応じた一定程度の額の積立を見込んでいます。当面の間、

管理する施設保全に必要な積立を継続します。

総　務

�議案第12号� 常陸大宮市議会議員及び市長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

Ｑ　市議会議員一般選挙で使用するビラに関する条件はどのようになっているか
Ａ　ビラの規格はＡ４サイズで、２種類までの作成が可能であり、合計4,000枚

まで作成することができます。

◎
小
原　

明
彦　

小
森　

敬
太
郎

○
圷　
　

司
一　

髙
村　
　

功

　

淀
川　

茂
樹　

三
次　

雅
子

�議案第13号� 常陸大宮市職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例

Ｑ　育児休業を取得する場合、夫婦が交互に取得することとなるのか
Ａ　仕事に戻りやすい状況をとるため、夫婦交替での取得が可能となりますが、

夫婦の両方が同時に取得することも可能です。

�議案第14号� 常陸大宮市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例等の一部を改正する条例 文教福祉

�議案第15号� 常陸大宮市出産祝い金支給条例の一部を改正する
条例

Ｑ　出産祝い金の支給実績と来年度予算は
Ａ　令和３年度の実績として、合計で169名に851万円を支給しました。令和５

年度予算は、190名で570万円です。

Ｑ　市内の家庭的保育事業を行っている事業所数とそのうちバス等の送迎をして
いる事業所の数は

Ａ　家庭的保育事業所が１か所、小規模保育事業所が１か所、事業所内保育事業
所が１か所の計３事業所ありますが、バス等の送迎はしていません。

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
大
貫　

道
夫　

三
次　

弘
史

○
岡
﨑　

欣
也　

小
河
原  

利
一
郎

　

武
石　

寿
長 ◎

委
員
長　

○
副
委
員
長

�議案第18号� 常陸大宮市温泉・温浴施設等の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例 経済建設

�議案第31号� 常陸大宮市パークアルカディアの設置及び管理に関
する条例

Ｑ　本条例中、パークアルカディアは複数の施設で構成されているが、代表地番
が１か所となっている。今後、施設が追加となっても条例に支障はないのか

Ａ　常陸大宮市公園条例などは、各公園の位置を表記していますが、当該施設は
一体として捉えています。当施設内に新たに施設が整備されても支障ありませ
ん。

Ｑ　常陸大宮市温泉審議会の答申を踏まえて改正に至った理由は
Ａ　コロナ禍の中での経営状況と原油価格の高騰等による運営費の増大により、

経営改善を図る必要があることから利用料金の改正を行うものです。 ◎
冨
山　

和
男　

掛
札　

行
雄

○
倉
田　

稔
之　

髙
村　

和
郎

　

秋
山　

信
夫　

吉
川　

美
保

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



11 議会広報第74号

令和４年度補正予算
会計名 補正額 主な事業

一般会計（第9号） ▲5億6,057万円
救急医療体制強化事業（ドクターカー）　▲907万円

大宮運動公園市民球場改修工事　▲851万円
ふれあいの船実行委員会補助金　▲1,551万円

国民健康保険特別会計（第4号）
事業勘定　▲3,394万円 一般被保険者高額療養費負担金　▲2,409万円

診療施設勘定  ▲190万円 医療機械借上料等　　▲90万円

介護保険特別会計（第4号） ▲1,132万円 地域包括支援センター運営委託料　▲566万円

温泉事業特別会計（第2号） 2,605万円
三太の湯空調設備改修工事　▲470万円

美和ささの湯用地購入費　3,130万円

後期高齢者医療特別会計（第1号） 189万円 後期高齢者医療広域連合納付金　189万円

番号 件名 提出者 紹介議員 付託委員会 結果

請願
第R5-1号

市道３０３１２号線に架かる
「蛙田橋」の復旧工事について

大曽根 好一ほか 18 人 三次　弘史 経済建設 継続審査

�請願�

あなたが出された 請願・陳情は！請願・陳情は！

　請願・陳情は、市民の皆様が、市政に関することについて、要望や希望等を直接議会に提出する
ことができる制度です。
　詳しくは、ホームページをご覧いただくか、または議会事務局へお問い合わせください。
■提 出 先　議会事務局（本庁４階）
■受付期間　各定例会開会日の７日前の午後５時まで
■そ の 他　署名簿は住所及び氏名（署名または記名押印）を記載の上、原本を提出

議会への請願・陳情

※審議の結果については、採択・不採択にかかわらず、郵送でお知らせします。

（表紙）
　年　月　日

常陸大宮市議会議長　様
○○○○に関する請願書（陳情書）
　　　　　　　請願者
　　　　　　　　住所
　　　　　　　　氏名（署名または記名押印）

　　　　　　　　　　　　　　ほか○人
　　　　　　　　（℡　　　　　　　　）

紹介議員
　○○○○（署名または記名押印）
（陳情の場合、紹介議員は必要ありません）

（別紙）

件名　
○○○○に関する請願（陳情）

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）事項
・
・

　地方自治法第124条の規定により提出
します。（陳情の場合は、除きます）

〈書式例〉
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今回７人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

※一般質問は、新型コロナウイルス感染防止のため、質問席にアク
リルパーテーションを設置しています。

倉田　稔之��議員
◇行政運営におけるエネルギー政策の考え方について
◇公共部門における電力需要について
◇エネルギーの地産地消について

………………　Ｐ13

三次　弘史��議員
◇人口減少対策について

………………　Ｐ14

三次　雅子��議員
◇山方地域の緊急時の対応について
◇神奉地地内の公共施設等の今後について

………………　Ｐ15

髙村　　功��議員
◇市公共施設等総合管理計画について
◇学校給食費の無償化について

………………　Ｐ16

小原　明彦��議員
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一 般 質 問
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の

今
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う

取
組
を
し
て
い
る
の
か
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
、
市
の
指
針
・
方

針
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
市
役

所
内
の
省
エ

ネ
、
省
資
源
及
び
廃
棄
物
の
減

量
化
等
に
つ
い
て
は
、
常
陸
大

宮
市
役
所
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
を
も

と
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の倉田　稔之

議員

その他の質問

・
公
共
部
門
に
お
け
る
内
燃
機
関

系
の
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要

に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

実
績
値
は
規
定
に
よ
り
毎
年
国

に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
の
代
表
選
手
で
あ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
す
が
、
市
の
施
設
全

体
で
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
割
合

で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
そ
れ
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
節

約
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
た

主
な
施
設
は
市
役
所
庁
舎
、
地

域
セ
ン
タ
ー
（
支
所
）
３
か
所
、

小
学
校
11
校
、
中
学
校
４
校
、

図
書
情
報
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー

等
で
、
施
設
ご
と
に
年
次
計
画

に
基
づ
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
費
用
対
効
果
は
、 

防
犯
灯
を
例
に
挙
げ
る
と
、
市

内
の
す
べ
て
約
５
５
０
０
基
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
し
た
結

果
、
年
間
の
電
気
料
金
は
交
換

前
の
１
８
７
４
万
円
に
対
し
交

換
後
は
９
０
３
万
円
で
、
半
額

以
下
と
な
り
相
当
な
効
果
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
質
問
で
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、
常
陸
大
宮
市

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
が
と

て
も
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
社
会
情
勢
や
様
々
な
理
由

に
よ
っ
て
、
電
気
を
は
じ
め

と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給

が
、
こ
れ
か
ら
も
不
透
明
で
不

安
な
状
況
で
す
。
非
常
用
の
蓄

え
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ

れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
市
内
で
こ

れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
前

で
持
っ
て
い
る
資
源
や
設
備
を

使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出

し
て
い
く
方
向
を
考
え
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産
地
消
」

で
あ
り
「
創
電
」
で
す
。
市
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
積
極
的

に
導
入
し
、
電
力
の
自
給
率
を

高
め
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
で
き
る
限
り
電

力
会
社
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
研
究
す
る
価
値

は
十
分
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

行
政
運
営
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
考
え
方
に
つ

い
て

市
民
生
活
部
長
／
常
陸

大
宮
市
環
境
基
本
計
画

で
本
市
に
適
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
推
進

公
共
部
門
に
お
け

る
電
力
需
要
に
つ

い
て

総
務
部
長
／
当
初
対
比

２
２
・
２
％
の
増

市
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長
／
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
約

１
・
４
％
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三次　弘史
議員

その他の質問

※録画配信をご覧
　いただけます。

　

市
内
に
は
働
く
場
所
は
あ
る

が
希
望
す
る
就
職
先
が
見
つ
か

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
若

者
へ
の
就
職
支
援
の
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

高
校
新
卒
者

の
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
及
び
市
内
事
業
所

の
人
材
の
確
保
、
定
着
を
目
的

に
、
昨
年
６
月
に
市
内
の
高
校

２
校
、
近
隣
の
高
校
２
校
を
対

象
に
、
市
内
７
事
業
所
に
よ
る

企
業
説
明
会
を
開
催
し
、
そ
の

中
の
３
つ
の
事
業
所
に
６
名
の

就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
内
企
業
へ
の
就

職
者
数
は
決
し
て
多
く
は
な

く
、
市
内
企
業
へ
の
就
職
者
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
考
え

で
す
。
ま
た
、
今
後
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
常
陸
大
宮
と
連
携
し
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用
し

た
就
職
支
援
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

結
婚
応
援
事
業
の
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

少
子
化
の
一

因
で
あ
る
生

涯
未
婚
者
や
晩
婚
化
を
解
消
す

る
た
め
、
結
婚
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
結
婚
相
談
や
婚
活

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ま
た
、
い

ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
入
会
登
録
料
の
助
成
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
相
談

会
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に

開
催
し
、
相
談
件
数
は
、
昨
年

度
45
件
、
本
年
度
は
２
月
ま
で

で
53
件
で
し
た
。
ま
た
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
市
商
工
会
へ
委
託

し
、
昨
年
９
月
と
本
年
２
月
に

開
催
し
、
計
６
組
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
結
婚
ま
で
至
る
か
は
、
当

事
者
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
ま
す

が
、
市
と
し
て
は
引
き
続
き
結

婚
を
望
む
人
が
結
婚
で
き
る
よ

う
に
、
県
や
関
係
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
さ
ら
な
る
相
談
体
制

の
充
実
と
男
女
の
出
会
い
や
交

流
の
場
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
夫
婦
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
不
妊
治
療

に
要
す
る
治
療
費
の
助
成
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
績
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

不
妊
治
療

は
、
令
和
４

年
度
か
ら
保
険
適
用
に
な
っ
た

が
依
然
と
し
て
治
療
費
は
高
額

で
す
。
夫
婦
が
経
済
的
な
理
由

か
ら
断
念
す
る
こ
と
な
く
治
療

に
専
念
で
き
る
よ
う
全
額
助
成

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に

よ
る
出
産
件
数
は
、
昨
年
度
15

件
、
本
年
度
３
件
で
、
今
後
の

予
定
は
９
件
で
す
。
ま
た
、
本

市
で
不
妊
治
療
費
助
成
を
受
け

る
目
的
で
移
住
し
た
世
帯
は
、

昨
年
度
が
６
世
帯
、
本
年
度
が

３
世
帯
で
し
た
。
今
後
も
新
聞

や
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
、
制
度

の
周
知
に
努
め
、
必
要
な
方
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
市
外
の
方
々
に
も
当

制
度
を
き
っ
か
け
に
移
住
し
、

自
然
豊
か
な
当
市
で
子
育
て
す

る
方
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

若
者
へ
の
就
職
支

援
に
つ
い
て
は

産
業
観
光
部
長
／
市
内

企
業
へ
の
就
職
を
支
援

す
る

結
婚
応
援
事
業
の

取
組
は

地
域
創
生
部
長
／
結
婚
相

談
体
制
の
充
実
と
出
会
い

や
交
流
の
場
を
創
出

産
業
観
光
部
長

保
健
福
祉
部
長

地
域
創
生
部
長

不
妊
治
療
の
助
成
は

保
健
福
祉
部
長
／
制
度
の

周
知
に
努
め
必
要
な
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
く

生まれたばかりの赤ちゃん
（イメージ）
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一 般 質 問

三次　雅子
議員

　

救
急
搬
送
は
、
急
病
で
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
助

か
る
命
も
助
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現

状
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺

い
ま
す
。

１
１
９
番
通

報
の
内
容
か

ら
重
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
を
要
請
し
、
早
期
医
療
介

入
の
対
応
を
す
る
と
と
も
に
、

日
頃
の
出
動
訓
練
、地
理
調
査
、

知
識
の
修
得
を
継
続
し
、
時
間

の
短
縮
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
緊
急
出
動
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
消

防
団
員
数
の
減
少
、
詰
所
の
減

少
と
緊
急
対
応
に
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
状
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

出
動
を
確
実

な
も
の
と
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
分
団

の
再
編
成
を
実
施
し
、
地
域
防

災
力
の
維
持
に
努
め
、
地
域
住

民
の
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う

消
防
団
員
等
の
募
集
を
進
め
、

火
災
を
は
じ
め
各
種
災
害
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
よ
う
訓
練
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

淡
水
魚
館
は
、
水
産
生
物
資

源
の
保
全
と
適
正
な
利
用
、
地

域
振
興
に
資
す
る
多
目
的
施
設

と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
３
年

か
ら
は
特
別
天
然
記
念
物
の
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
環
境
保

全
や
文
化
財
保
護
の
啓
発
を
目

的
に
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。
施

設
の
今
後
の
活
用
方
針
に
つ
い

て
質
問
し
て
か
ら
半
年
余
り
、

そ
の
間
何
も
報
告
が
な
く
、
１

月
８
日
、
突
然
の
閉
館
新
聞
報

道
で
し
た
。
自
然
環
境
教
育
の

面
か
ら
も
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
は
大
き
な
損
失
と
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
踏
ま
え
て
あ
ま
り
に
も

早
い
休
館
決
定
と
な
っ
た
経
過

を
伺
い
ま
す
。

令
和
４
年
度

第
３
回
定
例

会
に
お
け
る
議
員
か
ら
の
質
問

時
点
に
お
い
て
は
、
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
他
の
生
物
の
移

譲
先
が
調
整
で
き
て
い
な
い
状

況
で
、
休
館
、
閉
館
の
決
定
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
現
状
の
運
用

を
し
な
が
ら
も
採
算
性
、
費
用

対
効
果
の
ほ
か
有
用
性
な
ど
を

検
証
し
関
係
す
る
部
署
と
協
議

す
る
旨
、
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
後
、
12
月
に
移
譲
先

と
の
協
議
が
整
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
総
合
的
判
断
の
下
、
休
館

を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
在
り

方
、
利
用
状
況
及
び
管
理
運
営

状
況
か
ら
大
宮
館
の
み
で
充
足

し
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、

テ
ー
マ
が
違
う
こ
と
か
ら
展
示

物
の
違
い
は
明
ら
か
で
す
。
山

方
館
の
資
料
を
活
用
し
た
企
画

展
や
有
効
活
用
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

収
蔵
施
設
と

し
て
活
用
し

て
い
る
旧
山
方
館
は
、
学
校
等

教
育
関
係
機
関
な
ど
に
対
応

し
、
民
具
や
歴
史
資
料
は
整
理

作
業
を
進
め
、
収
蔵
物
は
展
示

に
限
ら
ず
、
県
内
外
の
博
物
館

へ
の
貸
し
出
し
な
ど
柔
軟
な
対

応
で
、
貴
重
な
歴
史
資
料
等
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

山
方
地
域
の
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て

消
防
長
／
出
動
訓
練
、

地
理
調
査
、
知
識
の
修

得
等
の
継
続
を

消
防
長

消
防
長

産
業
観
光
部
長

教
育
部
長

歴
史
民
俗
資
料
館
、
旧

山
方
館
の
有
効
活
用
は

教
育
部
長
／
柔
軟
な
対

応
で
貴
重
な
歴
史
資
料

等
の
活
用
を
図
る

※録画配信をご覧
　いただけます。

淡水魚館外観

淡
水
魚
館
の
突
然

の
閉
館
報
道
は

産
業
観
光
部
長
／
採
算
性
及

び
有
用
性
等
に
関
す
る
総
合

的
判
断
の
下
、
休
館
を
決
定
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休
館
後
も
す

べ
て
の
生
物

が
移
譲
さ
れ
る
ま
で
、
施
設
の

維
持
管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
物
移
譲
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
団
体
に
お
け
る
利
用

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
村
で
も
給
食
費
の

無
償
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
大

子
町
、
城
里
町
は
無
償
。
常
陸

太
田
市
で
は
半
額
。北
茨
城
市
、

日
立
市
で
も
無
償
化
に
踏
み
切

り
、
水
戸
市
で
も
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
決
め
ま
し
た
。

髙村　　功
議員

その他の質問

・
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
事
業
と

周
辺
地
域
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

・
若
林
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

　

休
館
の
直
接
の
理
由
は
採
算

の
問
題
な
の
か
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

令
和
３
年
度

収
支
に
伴
う

指
定
管
理
料
依
存
率
は
約
90
％

で
、
非
常
に
高
い
数
値
と
な
っ

て
お
り
、
入
館
者
数
は
、
開
館

当
初
は
年
間
約
４
万
人
で
し
た

が
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は

７
０
０
０
人
ほ
ど
で
、
約
５
分

の
１
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
事
業
の

採
算
性
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の

観
光
施
設
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
及
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検

討
、
推
進
す
る
中
で
休
館
と
す

る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
施
設

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で

検
討
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

令
和
３
年
度

に
お
い
て

は
、
市
内
外
延
べ
14
団
体
、
３

５
６
人
の
子
ど
も
た
ち
が
訪

れ
、
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ

ル
の
進
化
も
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
学

習
の
機
会
な
ど
の
転
換
を
含

め
、
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
休

館
に
至
り
ま
し
た
。

　

淡
水
魚
館
は
、
約
１
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
が
生
息
す
る
全
国
で
も
珍

し
い
施
設
で
す
。
市
外
か
ら
も

惜
し
む
声
が
投
稿
さ
れ
ま
し

た
。今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
少
子
化
対
策
と
子
育

て
支
援
で
す
。
当
市
の
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

学
校
給
食
費

の
経
費
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
法
及
び
施

行
令
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
設

備
費
、
修
繕
費
、
人
件
費
は
設

置
者
の
負
担
と
し
、
そ
れ
以
外

は
保
護
者
負
担
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

食
材
料
費
は
保
護
者
負
担
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
食
材
料
費

は
、
一
部
を
公
費
で
負
担
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
中
学
校
を
全
額
無
償
に
し

た
場
合
、
同
じ
く
半
額
に
し
た

場
合
、
中
学
校
を
全
額
無
償
に

し
た
場
合
の
概
算
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

令
和
４
年
度

当
初
予
算
額

で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
完
全
無

償
化
を
実
施
し
た
場
合
、
幼
稚

園
・
小
中
学
校
の
園
児
及
び
児

童
生
徒
に
係
る
総
額
は
９
９
５

７
万
５
０
０
０
円
、
半
額
減
免

の
場
合
は
４
９
７
８
万
７
５
０

０
円
、
中
学
校
の
み
の
場
合
は

３
７
３
７
万
８
０
０
０
円
で

す
。

　

例
え
ば
、
市
外
か
ら
移
住
し

よ
う
と
し
た
人
が
、
給
食
費
を

基
準
と
し
た
場
合
、
近
隣
市
町

村
へ
流
れ
て
行
っ
て
し
ま
う
と

思
う
が
。

当
市
で
は
給

食
費
を
無
償

化
せ
ず
に
、
定
住
に
つ
な
が
る

施
策
を
市
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

淡
水
魚
館
の
今
後

の
対
応
は

産
業
観
光
部
長
／
休
館

後
も
す
べ
て
の
生
物
が

移
譲
さ
れ
る
ま
で
施
設

の
維
持
管
理
を
行
う

学
校
給
食
の
無
償

化
の
考
え
方
は

教
育
部
長
／
食
材
料
費

は
保
護
者
負
担
と
し
て

い
る
が
、
一
部
を
公
費

負
担

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長
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小原　明彦
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地
方
創
生
移
住
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
常
陸
大
宮
市
わ
く

わ
く
茨
城
生
活
実
現
事
業
に
当

た
る
も
の
で
す
が
、
国
で
は
令

和
５
年
度
よ
り
子
育
て
加
算
分

を
１
人
当
た
り
最
大
１
０
０
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯

の
移
住
促
進

の
た
め
本
市
に
お
い
て
は
、
常

陸
大
宮
市
わ
く
わ
く
茨
城
生
活

実
現
事
業
の
加
算
額
を
１
０
０

万
円
に
拡
充
し
ま
す
。
よ
り
充

実
し
た
制
度
と
な
る
点
を
Ｐ
Ｒ

し
、
事
業
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
こ
の
事
業
を
含
め
た
移

住
支
援
策
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

身
近
な
部
署
管
内
で
の
見
え

な
い
課
題
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と

で
、
作
業
効
率
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
＊

集
団
分

析
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

所
属
課
単
位

の
分
析
で
は

全
国
平
均
を
下
回
る
数
値
の
部

署
が
あ
り
、そ
の
原
因
を
探
り
、

専
門
医
等
の
助
言
を
受
け
職
場

環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
や
先
進
的

な
取
組
を
調
査
研
究
し
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
整
備
を
図

る
」
と
の
答
弁
か
ら
改
善
さ
れ

た
点
等
の
現
状
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

毎
年
度
、
職

員
が
精
神
疾

患
を
患
っ
て
お
り
、
令
和
３
年

度
か
ら
専
門
の
医
療
機
関
と
メ

ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
委
託
契
約

し
、
メ
ン
タ
ル
不
調
の
原
因
と

な
っ
た
職
場
環
境
へ
の
対
処
や

復
職
に
向
け
た
リ
ワ
ー
ク
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
は
救

命
率
向
上
、
市
民
の
安
心
の
た

め
、
大
変
に
重
要
な
事
業
で
あ

り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
も
ド

ク
タ
ー
カ
ー
へ
の
支
援
の
拡
充

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
け
る
運
行
日
の
拡
充
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

本
市
ド
ク

タ
ー
カ
ー
運

行
の
意
義
は
大
変
大
き
く
、
引

き
続
き
運
行
日
の
拡
充
に
向

け
、
基
地
病
院
の
常
陸
大
宮
済

生
会
病
院
、
県
医
療
政
策
課
と

救
急
医
の
確
保
に
向
け
た
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

対
象
者
の
日
常
の
健
康
状
態

や
家
庭
事
情
等
も
踏
ま
え
、
設

置
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
必
要
性

に
応
じ
た
柔
軟
な
運
用
の
推
進

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者

世
帯
の
増
加
が
急
速
に
進
む
状

況
等
の
変
化
を
見
な
が
ら
、
設

置
基
準
の
運
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

＊
集
団
分
析

　

…
個
人
ご
と
に
実
施
さ
れ
た
結
果
内

容
を
各
集
団
ご
と
に
集
計
、
分
析
す

る
も
の

新
た
な
地
域
活
性

化
策
に
つ
い
て
は

地
域
創
生
部
長
／
移
住

支
援
策
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す

職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は

総
務
部
長
／
職
場
環
境
の

改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
用
に
つ
い
て
は

消
防
長
／
救
急
医
の
確
保
に

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す

緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
設
置
事
業
に
つ

い
て
は

保
健
福
祉
部
長
／
設
置

基
準
の
運
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す

消
防
長

保
健
福
祉
部
長

地
域
創
生
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。

運行日の拡充が期待されるドクターカー
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その他の質問

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
全

体
総
括
に
つ
い
て
、
国
の
ほ
う

で
も
異
次
元
の
少
子
化
対
策

を
、
本
市
で
も
人
口
の
ダ
ム
を

進
め
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
社

会
学
者
の
山
田
昌
弘
氏
が
「
少

子
化
対
策
の
失
敗
の
本
質
」
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
原
因
は
い
わ
ゆ
る
晩

婚
化
と
い
う
人
が
多
い
が
、
諦

婚
化
、
諦
め
る
婚
、
あ
と
母
親

が
少
な
い
と
い
う
少
母
化
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
50
歳
時
点
で
一
度
も

結
婚
し
な
い
人
、
生
涯
未
婚
率

が
非
常
に
伸
び
て
い
る
。
50
年

前
と
比
べ
ま
す
と
、
男
性
は
16

倍
、
女
性
は
５
倍
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
少
子
化
対
策

の
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
、
相

当
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
集
会

施
設
の
問
題
、
学
校
の
生
徒
数

の
問
題
な
ど
、
諸
々
含
め
て
全

体
総
括
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
当
初

予
算
に
つ
き
ま
し

て
も
、
総
合
計
画
の
目
指
す
べ

き
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
基

本
的
な
考
え
は
令
和
４
年
度
を

踏
襲
し
つ
つ
進
め
て
い
き
ま
す

が
、
新
た
に
子
育
て
世
帯
向
け

の
住
宅
の
整
備
に
入
り
ま
し
た

こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
、
本
市
の
最
重
要

課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
、

少
子
化
対
策
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
の
執
行
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
本
市
の
市
町
村

民
経
済
計
算
を
鑑
み
、
市
内
業

者
で
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
市
内
業
者
が
受
注
の
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
令
和
５

年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
さ
ら

に
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
れ
か
ら
、
少
子
化
の
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
体
同
じ
考

え
な
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
晩

婚
化
と
か
そ
う
い
う
枝
葉
の
問

題
で
は
な
く
て
、
30
年
も
経
済

成
長
ほ
と
ん
ど
し
な
い
国
家
な

わ
け
で
す
か
ら
賃
金
が
上
が
ら

な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
結
婚
を

諦
め
る
若
い
方
々
が
多
い
、
こ

こ
が
私
は
少
子
化
の
根
本
原
因

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
町
村
で
ど
う

の
こ
う
の
で
き
る
問
題
で
は
な

く
、
や
は
り
国
家
が
し
っ
か
り

し
た
幹
の
政
策
を
つ
く
る
べ
き

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
徒
数
が
減
っ
て
き
て
い
る

の
で
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ど
う
す
る
の
か
。
適
正
配
置

み
た
い
な
こ
と
を
考
え
て
い
く

の
か
。
今
年
度
、
小
学
校
に
入

学
す
る
親
た
ち
の
声
を
聞
き
ま

す
と
、
学
校
在
学
中
に
再
編
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
を

し
た
親
の
話
を
何
件
か
聞
い
て

い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
将
来
ど

う
す
る
の
か
、
こ
の
ま
ま
し
っ

か
り
守
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の

辺
の
整
理
の
必
要
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

教
育
委
員
会

で
は
、
令
和

４
年
11
月
に
常
陸
大
宮
市
義
務

教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
か

ら
「
新
た
な
学
校
再
編
は
当
分

の
期
間
行
わ
ず
、
教
育
委
員
会

の
指
揮
の
下
、
児
童
・
生
徒
、

保
護
者
、
地
域
住
民
及
び
学
校

が
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
現
状

の
学
校
運
営
を
適
切
に
行
い
、

成
果
を
で
き
る
限
り
大
き
く
し

て
い
く
対
応
を
す
る
。」
と
し
、

そ
の
ほ
か
に
将
来
的
な
学
校
再

編
や
人
口
減
少
対
策
な
ど
の
付

帯
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
た
答
申

書
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ

の
答
申
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
当

分
の
期
間
は
現
状
の
学
校
数
が

望
ま
し
い
も
の
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
度
当
初

予
算
の
全
体
総
括
を

市
長
／
国
家
が
し
っ
か
り

し
た
幹
の
政
策
を
す
べ
き

生
徒
数
が
減
少
し

て
い
る
。
将
来
へ

の
整
理
に
つ
い
て

教
育
部
長
／
現
状
の
学

校
運
営
を
適
切
に
行

い
、
成
果
を
大
き
く

市
長

教
育
部
長
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一 般 質 問

冨山　和男
議員

　

自
主
防
災
組
織
の
実
態
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

自
主
防
災
組

織
は
、
地
域

住
民
が
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
自
覚
と

連
帯
感
に
よ
り
自
主
的
に
結
成

す
る
組
織
で
あ
り
、
非
常
に
重

要
な
組
織
で
あ
り
ま
す
。

　

地
区
ご
と
の
結
成
を
促
進
し

て
お
り
、
結
成
率
は
81
・
52
％

で
す
。
結
成
後
は
市
で
行
う
避

難
力
強
化
訓
練
へ
の
参
加
や
自

主
的
な
訓
練
や
講
習
会
の
実
施

を
促
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
場
所
の
標
識
な
ど
の
表

示
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

避
難
場
所
等

は
、
災
害
な

ど
に
よ
り
家
に
戻
れ
な
い
市
民

な
ど
の
た
め
に
一
時
滞
在
さ
せ

る
た
め
の
指
定
避
難
所
と
、
一

時
的
に
危
険
か
ら
逃
れ
る
場
所

で
あ
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
が

あ
り
、指
定
避
難
所
は
41
か
所
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
は
１
４
５

か
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
の
表
示
に
つ
き
ま
し
て

は
、
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
や

名
称
変
更
が
済
ん
で
い
な
い
も

の
な
ど
が
あ
り
、
令
和
２
年
度

か
ら
指
定
避
難
所
を
先
行
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
４
年

度
末
の
時
点
で
41
か
所
中
39
か

所
が
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
表
示
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
指
定
避
難
所
や
指
定

緊
急
避
難
場
所
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
分
か
る
と
と
も
に
、
災

害
種
別
の
図
記
号
等
の
情
報
の

重
要
性
も
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
ち
ら
の
整
備
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
更
新
も

含
め
て
進
め
る
と
と
も
に
、
市

民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

防
火
水
槽
の
標
識
に
つ
い

て
、
消
防
水
利
標
識
の
更
新
と

管
理
に
つ
い
て
、
設
置
数
と
今

ま
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行

い
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

施
設
の
整
備

は
、
地
区
ご

と
の
整
備
計
画
を
整
え
、
劣
化

が
著
し
い
も
の
か
ら
順
次
対
応

し
ま
す
。

　

市
の
公
設
消
防
水
利
の
数

は
、
令
和
４
年
２
月
現
在
で
防

火
水
槽
９
４
７
基
、
消
火
栓
６

７
８
基
、
合
わ
せ
て
１
６
２
５

か
所
に
設
置
、
そ
の
近
傍
に
は

識
別
で
き
る
よ
う
標
識
を
掲
げ

て
い
る
も
の
の
、
用
地
の
形
状

な
ど
の
理
由
か
ら
全
て
の
消
防

水
利
に
標
識
を
設
置
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
維

持
管
理
は
、
火
災
発
生
の
被
害

を
軽
減
す
る
う
え
で
迅
速
な
消

火
活
動
が
で
き
る
よ
う
３
か
月

に
一
回
全
て
の
水
利
調
査
を
行

い
、
漏
水
や
機
材
の
劣
化
な
ど

の
修
繕
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

道
路
改
良
な
ど
に
つ
い
て
、

泉
地
内
（
市
道
１
０
６
２
７
号

線
）
及
び
下
村
田
地
内
（
市
道

１
０
９
０
３
号
線
）の
市
道
は
、

上
野
小
学
校
へ
の
通
学
路
で
あ

り
、
未
舗
装
で
雨
が
降
る
と
水

が
た
ま
り
、
乾
燥
す
る
と
砂
ぼ

こ
り
と
な
る
。
簡
易
舗
装
は
難

し
い
の
か
伺
い
ま
す
。

現
時
点
で

は
、
舗
装
等

の
計
画
の
予
定
は
な
い
が
、
当

該
市
道
を
含
め
、
特
に
大
宮
高

台
地
域
の
道
路
整
備
は
、
安
全

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
も
、
道
路
幅
員

が
十
分
に
確
保
さ
れ
、
計
画
性

の
あ
る
道
路
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
結

成
後
の
育
成
は

総
務
部
長
／
自
主
的
な

訓
練
や
講
習
会
の
実
施

を
促
す

通
学
路
の
簡
易
舗

装
は

建
設
部
長
／
計
画
性
の

あ
る
道
路
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い

消
防
長

建
設
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。
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先進地を視察

総務常任委員会　 令和5年1月24日（火）～25日（水）

移
住
・
定
住
の
推
進
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
締
結
し
た
「
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
及
び
鉄
道

利
用
促
進
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
活
用
し
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
「
移

住
・
定
住
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
専
門
の
移
住
関
連
情
報
を
発
信
す
る

移
住
支
援
員
２
名
を
配
置
し
、
土
・
日
・
祝
日
の
相
談
に
も
対
応
可
能
な

体
制
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
首
都
圏
に
暮
ら
す
足
利

市
ゆ
か
り
の
人
々
と
の
対
話
交
流
会
を
開
催
し
、
希
望
者
や
移
住
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
相
談
等
に
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
受
け

入
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
移
住
専
用
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
首
都

圏
か
ら
の
移
住
を
希
望
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

委
員
会
の
意
見

　

移
住
定
住
の
推
進
に
あ
た

り
、
市
の
大
き
な
財
産
を
活
か

し
、
所
管
部
署
に
よ
り
魅
力

の
創
出
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

に
取
り
組
み
、
ま
た
支
援
職
員

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
も
参
考
に
な

り
、
内
容
を
調
査
・
研
究
し
取

り
入
れ
ら
れ
る
点
の
検
討
を
進

め
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

栃
木
県
足
利
市

議会運営委員会　 令和5年1月30日（月）

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
に
つ
い
て

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
、
運
用
を
開
始
し
、
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。。
導
入
に
よ
る
効
果
は
、
コ
ス
ト
の
削
減
、
大
量
の
紙
資

料
の
持
ち
運
び
が
不
要
、
視
認
性
の
向
上
、
過
去
の
会
議
資
料
の
振
り
返

り
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

委
員
会
の
意
見

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
運
用
は
、
完
全
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
実
現
と
取
組
の
必

要
性
の
意
識
統
一
や
端
末
操
作
の
研
修
会
等
を
実
施
し
、
操
作
力
の
向
上

に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
議
会
情
報

の
発
信
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
お
い
て
も
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

　

自
然
大
規
模
災
害
・
感
染
症
発
生
時
等
の
緊
急
事
態
が
起
き
た
際
の
リ

ス
ク
管
理
を
目
的
と
し
た
、
業
務
継
続
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
の
意
見

　

先
進
事
例
の
計
画
を
参
考
例

と
し
て
、
勉
強
会
や
協
議
を
経

て
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
大
規
模
災

害
や
感
染
症
発
生
時
に
お
け
る

組
織
体
制
や
統
一
的
な
行
動
指

針
と
な
る
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

は
急
務
で
あ
る
。
先
進
事
例
の

計
画
を
参
考
例
と
し
つ
つ
、
現

状
に
か
な
う
計
画
を
策
定
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

茨
城
県
笠
間
市
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報

告

研
修

期　日：令和５年１月１０日～１１日

場　所：市町村職員中央研修所（千葉県）

演　題：「歴史に学び地方の未来を読む」ほか

講　師：加来　耕三 氏（歴史家・作家）ほか

出席者：髙村　功、三次　雅子、小河原　利一郎

市町村議会議員特別セミナー

期　日：令和５年２月１５日

場　所：ホテルマロウド筑波（土浦市）

演　題：教育日本一「茨城スタイル」～明日の茨城を支える教育とは～

講　師：プラニク・ヨゲンドラ 氏（茨城県立土浦第一高等学校・附属中学校副校長）

出席者：髙村　和郎、武石　寿長、小森　敬太郎

茨城県市議会議長会主催研修会

期　日：令和５年２月１６日

場　所：市役所　議会会議室

内　容：質問力の向上と政策提言

　　　　～一般質問について　「議員の質問」から「議会の質問へ」～

講　師： 高沖　秀宣 氏（自治体議会研究所代表）

参加者：全議員

議員研修会

テレビ会議システムを使用しての研修

第１回定例会において、茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員に選出されました。

　　　　　吉川　美保　議員

茨城県後期高齢者医療広域連合人事
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議会運営委員会
令和４年１２月２１日、令和５年１月１１日、

２月１０日、２月２２日

○第１回定例会会期日程（案）について

○市議会会議規則の一部改正（案）について

○市議会委員会条例の一部改正（案）について

○市議会先例及び申し合わせの一部改正（案）に

ついて

○市議会の個人情報の保護に関する規程（案）に

ついて

○市議会公印規程の一部を改正する訓令（案）に

ついて

○第１回定例会について

　・定例会の会期日程について
　・議案の所管常任委員会の付託について
　・請願陳情の審査について

総務常任委員会
令和５年２月２４日

○各種計画及び事務事業の進捗状況について

　・防災備蓄倉庫整備事業
　・個人番号カード交付事業
　・地域創生まちづくり事業
　・ふるさと応援基金事業
○移住・定住等の推進について

　・各種取組状況

文教福祉常任委員会
令和５年２月１７日

○各種計画及び事務事業の進捗状況について

　・大宮運動公園市民球場整備事業について

経済建設常任委員会
令和５年２月２２日

○各種計画及び事務事業の進捗状況について

　・子ども広場整備事業について
　・子育て世帯向け住宅整備事業について
　・常陸大宮駅周辺整備事業について

現地踏査：大宮南部コミュニティセンター

子ども広場整備事業（ショッピングセンターピサーロ）
についての審査現地踏査：大宮運動公園市民球場

閉会中の委員会の活動
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広報広聴常任委員会
令和５年２月１５日

○市内県立高校生との意見交換会

　場　所：小瀬高等学校

　テーマ：「私が描く常陸大宮の将来像」

　　　　　「私が常陸大宮に望むもの」

　　　　　「私の高校自慢」

　参加者：２年生　２４名

全体での市議会概要等の説明の後、３グループに分かれてのグループワークを行いました。

　市議会では、意見交換会を主にした議会報告会を開催します。
　今回の意見交換会は、参加された皆さんと議会議員をいくつかのグループに分け、グループご
とでの意見交換を予定しています。
　どなたでも参加できますので、お気軽に会場へお越しください。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。
　　○内容　　・各常任委員会の活動報告について
　　　　　　　・特別委員会の概要について
　　　　　　　・意見交換会のテーマ
　　　　　　　　「市の重点政策　人口流出を防ぐダム（政策）の構築と実践」
　　○日程

令和５年「議会報告会」開催のお知らせ

日　　　時 場　　　所

５月１７日（水）

午前１０時
神奉地コミュニティセンター　多目的ホール

美和地域センター別館　大ホール

午後２時
緖川地域センター　大会議室

御前山地域センター別館　大ホール

５月１８日（木） 午後７時 おおみやコミュニティセンター　多目的ホール

※ご都合の良い会場へお越しください。
　時間は、各回とも90分程度を予定しています。

グループの代表による発表
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まちかどから…まちかどから…まちかどから…

希望を胸に 

４月７日、マスク着用の義務がない中で、市内小中学校の入学式が行われました。

月日 曜 会議 内容
6月6日 火 本会議 開会、議案説明

7日 水 休　会 議案調査
8日 木 休　会 議案調査

9日 金 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑
補正予算

12日 月 休　会 議案調査
13日 火 本会議 一般質問
14日 水 本会議 一般質問
15日 木 常任委員会
16日 金 常任委員会
19日 月 常任委員会
20日 火 休　会 議案調査
21日 水 休　会 議案調査

22日 木 本会議
委員会審査報告、
質疑、討論、採決、
閉会

第２回定例会会期日程（予定）

※都合により日程を変更する場合があります。

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319-2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ　0295－52－1111（代）413
　　　　0295－53－0393（直）
ＦＡＸ　0295－52－2186
E-mail　gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ　https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
議会広報は、ホームページでも
ご覧になれます。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

先
日
、
市
内
の
県
立
高
校
２
校

に
出
向
い
て
「
意
見
交
換
会
」
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
高
校
生
な
ら
で

は
の
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
若

者
が
常
陸
大
宮
市
に
定
着
す
る
た

め
に
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
校
生
に
市
議
会

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
課
題
解
決
に
努
め
る
と
と
も

に
、
若
者
が
議
会
に
興
味
が
持
て

る
よ
う
な
情
報
発
信
と
な
る
よ
う

議
会
広
報
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

 

委
員　

三
次　

弘
史

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議会
事務局）において、先着順により交付します。
　傍聴人の定員は３０人です。定員を超えた場
合は、４階傍聴人ロビーのモニターでご覧いた
だけます。

（第１回定例会の傍聴人は延べ41人でした。）

議会を傍聴してみませんか？

※新型コロナウイルス感染症の感染
防止のため、マスクを着用して傍
聴いただきました。

　ご協力ありがとうございました。

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

　トルコ南東部地震の被災地に対して、日本赤十字社
を通じ、当市議会有志から義援金を送金いたしました。


